
遠野市監査委員告示第4号

平成27年　3　月18　日

平成26年度定期監査（後期）結果の内容に対する措置方針について、平成27年3月11日

付け遠財第93号で回答がありましたので、地方自治法第199条第12項の規定により、当

該文書（写し）を別紙のとおり公表します。

遠野市監査委員　　佐　藤　サヨ子

遠野市監査委員　　佐々木　資　光

遠野市監査委員　　瀧　本　孝　一

270318＿平成26年度定期監査（後期）結果の内容に対する措置方針について＿起案・添書
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遠野市長　本　田　敏　秋

平成26年度定期監査（後期）結果に基づき講じた措置について

標記のことについて、地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第12項に基づき、下

記のとおり報告します。

記

事業名及び担当課 指摘、意見 ・要望事項 措置方針

みんなで築くふる

さと遠野推進事業

費 （市民協働課）

遠藤遺産の保護、活用を目的と 遠野遺産に係 る申請にあたっては

した実施事業も多数あることか 担当である文化課から書面で意見を

ら、遠野遺産に精通した委員も審 求めてきたが、今後は審査会において

査委員に加えることが必要と思 も出席を求め説明や助言を頂くこと

われる。 で厳正な審査に当たることとする。委

員の構成については、その状況も踏ま

えて検討する。

審査委員による審査は、書類審 今後の事業実施にあたっては、特に

査のみの現状であるが、実施結果 も工事を伴 う事業について地区セン

の確認も必要と思われる。 タ一職員立会いのもと完了確認をす

ることとする。また、審査委員にも実

施結果を確認する機会を設けること

とする。

1件の金額が 10 万円以上の委 遠野市財務規則に準じ1件 10 万円

託料、工事請負費、備品購入費等 以上の委託料、工事請負費、備品購入

については2 者以上から見積 り 等について 2 者以上から見積 りを取

を取ることを義務付けられたい。 ることを義務付けることとし、事業実

施団体へ周知 ・徹底する。

事業期間終了後も事業実績報 申請から完了までの事務について

告書等の提出等補助事業完了事 は地区センターと連携 して事業実施

務に係る遅延が見受けられるこ 団体をサポー トし、迅速 ・適切な事務

とから、迅速 ・適正な事務執行を

徹底されたい。

処理に努める。



市民の作業の様子が分かる写 実施状況の記録写真添付や、郷土芸

真記録、郷土芸能団体の出演謝礼 能団体出演謝礼に係る基準について

にかかる基準の策定、経費削減へ は 「事務取扱要領」で定めていたが、

の努力、事業実施団体への指導強 担当である市民協働課 と地区センタ

化等が課題と思われる。 ーとの認識不足により、事業実施団体

への周知 ・徹底に不備があった。今後
は、地区センター所長会議等で共通認

識を深め、実施団体↑の指導強化を図

る。

重要文化財千葉家 保春活用委員の旅費、■報酬等の 次回 （4 月　25　日開催予定）から資

住宅整備事業費（文 支払いには資金前渡の方法を検 金前渡払いとすることで事務を執り

化課） 討されたい。 進める。

公共施設ロングラ 提出された見積書を精査でき 同事業は保育所等における概ね 50

イフ事業費（子育て る職員が配置されていないこと・方円未満の修繕に迅速に対応するた

総合支援課） から、見積書の精査を技師に相談 め、年度当初に契約を締結し実施して

できる体制の整備について検討 いる。見積や工事内容に疑義が生じた

を期待する。 場合には技師等に相談の上、契約者に

確認するなど、関係部署と連携して事

務を進める。

町民運動会の開催 地域の特性を活か しより多く 地区センター主事等の研修会にお

状況（生涯学習スポ の住民が参加できるようにする いて各地区のプログラ中を持ち寄り

ーツ課） ためには、各町それぞれのプログ 情報交換を行 う●ほか、生涯学習スポー

ラムを持ち寄って情報交換し、ア ツ課からも情報提供する機会を設け、

トラクションや競技種 目の見直 より多く＿の町民が参加できる運動会

しをする等の検討も必要 と思わ

れる。

について検討を進める。

小中学校に対する 遠野小学校において、学校施設 遠野小学校施設開放について、平成

物品の管理及び出 開放に関する規則に規定されて 27 年4 月から管理人を定めることと

納（生涯学習スポー いる管理人が定められていない し、所要額を当初予算に計上済であ

ツ課） ため、改善が必要である。 る。

小中学校に対する 物品購入事務が年末に行われ 4 月上旬に開催する副校長 ・事務職

物品の管理及び出 ていたことから、予算の配当を受 員会議の際に、教材及び図書購入につ

納 （教務課）　 ／ けた後速やかに選定 ・調達し、快 いて上半期の執行を説明してきたが■、

適な学校環境を整備 していただ 周知徹底が不足していた。今後は、年

きたい。

遠野東中学校の技術室につい

度途中で各学校の執行状況を確認す

るなど、適切な予算執行に向け指導を

強化する。

当該教室については整理整頓を完

ては準備室を含め、整理整頓が課 了し監査委員事務局にも報告した。他

題と思われる。 の学校においても校長会等で周知を

行 うほか、施設点検時に併せて確認を

するなど、適切な環境整理に努める。

【担当：経営企画部　馬場（内線140）】
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